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○ 栃木県高等学校進学フェア２０２０について 

栃木県内の県立＆私立高校が一堂に会し、高校ご 

とにブースを設け、高校職員が進学相談を行う「進 

学フェア」が今年度も開催されます。中学３年生は 

もちろん、中学１・２年生、保護者も参加可能です。 

詳細は「下野新聞中学生サポートクラブ」のホーム 

ページからご覧いただけます。今年度はコロナ対策 

として、以下のようになりますのでご承知おきくだ 

さい。 

・ 完全予約制。人数制限あり。 

・ 入場時間指定制（１時間ごとの予約）。 

・ 個人による事前申込。氏名・住所等を入力し、 

 相談を希望する学校を３校まで選ぶ。 

９月２１日（月・祝）は栃木県文化会館にて、 

主に県南の高校が参加します。９月２２日（火・ 

祝）は宇都宮市マロニエプラザにて、主に県央・ 

県北の高校が参加します。参加希望者は、前述の 

ホームページから個人で事前予約をしてください。 

人数制限があるので、早めの申し込みをお勧めし 

ます。 

 

○ 栃木県立高校～ハイスクールガイド～について 

 栃木県立の各高校にて、ウェブによる一日体験 

学習の用意が整いました。目印となる右のアイコ 

ンが、各高校のＨＰのトップ画面にあります。例 

年ならば来場者に配付する「学校案内」「進学情 

報」が公開されていたり、授業や施設の様子を画 

像で紹介させていたりします。鹿沼東高校のよう 

に、動画がある場合もあります。 

栃木県ＨＰには、県立高校ＨＰの一覧表が作成 

されています。以下のようにすると右画面になり 

ますので、適宜ご利用ください。 

 

 

 

 各私立高校も、ホームページによる情報発信に力を入れています。最新の情報が公開されて

いますので、よかったらご覧ください。 

進 路 だ よ り 

栃木県ＨＰ ＞ 教育・文化 ＞ 学校教育 ＞ 高等学校 ＞  

県立高校を目指す中学校のみなさんへ～ハイスクールガイド～ 



○ とちぎ未来大使「夢」講座 

 「夢をもつことの大切さ等を感じてほしい」と考え、２年生を対象に社会人をお招きして講

演会を行います。栃木県が委嘱している「とちぎ未来大使」のお一人である、音羽和紀シェフ

に９月４日（金）の午後にご講演いただきます。席に若干の余裕がありますので、よろしかっ

たら保護者の方もお越しください。２年生の保護者はもちろんのこと、１年生・３年生の保護

者の方でも結構です。１４：００開始、約１時間の予定です。 

講演後に生徒は、振り返りプリントを記入します。「キャリア・パスポート」の１つとして、

後日家庭に持ち帰りますので、保護者の方にはコメントをご記入いただけますようお願いいた

します。 

 

○ 定期テストに向けて、最善を尽くそう。 

 学力は、未来を開いていく力の１つです。将来の選択肢を増やしたり、希望が実現する可能

性を高めたりすることができます。学力の定着度を確認するために、中学校では定期的にテス

トを行っています。９月３日（木）に実施する１学期期末テストが、１年生にとっては初めて

の定期テストとなります。 

中学校では、テスト後に成績表を個人に配付し、学年内での順位を知ることができます。自

分の力を客観的にとらえるとともに、理解が不十分だと判明した部分を復習することで、テス

ト結果をその後の学習に生かしてほしいです。 

出題範囲の発表は、通常はテスト２週間前ですが、今回は夏休み前に発表しました。今年度

は夏休みが短縮され、夏休みの宿題が少ないことから、「長期休業中にテストに向けても学習し

てほしい」という思いからです。また、部活動は、学習に専念できるように４日前から休みで

す。（国社数理英の５教科のみをテストする中間テストでは、３日前から休みです）。 

  

○ 中学生の家庭学習は、自主学習が基本。 

良好な結果を出すためには、授業を大切にすること、家庭学習 

を自主的に行うことが大切です。学校としても「より良い授業」 

のために努力を続けてまいりますので、ご家庭でもご理解・ご協 

力をお願いいたします。 

 家庭学習は、「宿題だけをやればよい」というものではありま 

せん。中学を卒業したら、一人一人進路が違います。卒業に向け 

て、自分の進路を決めていかなければなりません。自らの希望を 

叶えるためには、宿題など指示されたことをやるだけでなく、自 

らの課題を明らかにして、改善していく努力が大切です。そのた 

めにも、自分から進んで学習してほしいです。 

 また、中学生は、部活動に参加する人、学習塾などに通う人も多く、家庭での時間がまちま

ちです。現在の実力も、人によって差があります。一方、小学生の時よりも、自分で考える力

が備わっています。だから中学生では、自主学習が家庭学習の基本となります。 

 学校を通して購入したワーク等の他に、さまざまな問題集・参考書が書店で販売されていま

す。学習塾に通ったり、パソコン・インターネットを使った通信学習を行ったりするお子さん

もいることでしょう。明るい未来を自らの力で拓いていけるように、自分に合う方法を探し、

今できることに精一杯取り組むことを期待しています。 


